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発達障害のある学生を対象とする大学での個別支援授業 

―スケジュール管理が苦手な ASD のある学生の行動改善に及ぼす 

個別支援と自己記録の効果―  

    

高 瀬 智 恵・松 久 眞 実・今 村 佐 智 子 

  

1. 問題の所在  

 

1－1  発達障害のある学生の抱える困難  

日本学生支援機構（2017）によると、調査を開始した 2005 年度以降、発達障害のある学生

数は増加を続けており、その増加率も高くなってきている。大学における発達障害のある学生

は、入学後、「履修登録に躓く」「授業形式の変化に戸惑う」に始まり、「テストの多様な形式に

対応できない」「期限内にレポートや論文をまとめるのが苦手」など学業上の困難を抱えてい

る場合が多い。（佐々木・梅永 , 2010）。他にも、こだわり等の特性から、逆の立場から柔軟に

考えることが難しく討論が苦手、まじめで十分な知識があるにも関わらず、実習では臨機応変

な対応ができず失敗を繰り返してしまうことや、努力しているにも関わらず課題遂行に時間が

かかるなど様々である。ものごとに適切な優先順位をつけ計画的に実行する力が弱く、予定の

急な変更に対応できないことなどは、学業以外の生活面や対人関係の問題としても現れる。  

これらの課題は、大学卒業後の就労における課題にも繋がる。梅永  (2018) は、「遅刻をせず

に職場に行く、身だしなみを整える、職場のルールやマナーを守る、適切に昼休みの余暇を過

ごす、金銭管理ができる、適切な対人関係ができる」など、仕事には直接関係しないものの、

間接的に影響を与える能力を「職業生活遂行能力」としている。これらは、社会人として職業

生活を維持していくために必要なスキルである。現在、発達障害のある学生の中で多くを占め

るのは、ASD（Autism Spectrum Disorder:自閉スペクトラム症／自閉症スペクトラム）の学

生である（吉永 , 2010 : 石井・篠田 , 2014) が、ASD の人の多くは、「職業能力」そのものより

も、これらの「職業生活遂行能力」によって就労上の躓きを招きやすいという  (梅永 , 2018）。 

向後（2015）は、就労準備性の課題は、学校時代から連続する課題であり、学校時代の課題を

職場での課題との連続性の中で検討する視点の重要性を指摘している。発達障害のある学生の

社会的自立を考えた場合、入学時から修学支援を充実させていくことが必要であり、修学支援

の段階で、個別支援授業等を実施し自己理解を深めることのメリットは大きい（高瀬・松久・
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今村・小脇 , 2017）。  

 

1－2  大学における個別支援授業  

 本学では、前身のプール学院大学当時から、発達障害のある学生及びその疑いがある学生を

対象に、組織的な支援体制を構築し支援を実施してきている。支援の内容としては①教職員の

共通理解を図るための文書（配慮の手紙）、②履修登録等の指導、③授業中の情報補償や学習

支援のための補助学生（SA: Student Assistant）、④定期試験での別室受験や時間延長などの

個別配慮、⑤大学生活に慣れるための居場所となる学生支援センターなどがある（松久・金森・

今枝・楠 , 2012）。さらに、当初より、個別支援の場として、個別または小集団で行う「個別支

援授業」に重点を置いた支援に取り組んできた。大学での学び方への適応を手助けする修学支

援やコミュニケーション能力の向上、社会人としての自立に向けたソーシャルスキルなどを内

容とする授業である。特性に応じた方法で学習することにより、自己理解を深め、自分に自信

を持ち、卒業後の適切な進路に向けて学習を進められるようにしすることを目標としている。 

 個別支援授業は、週 1 回 90 分授業を 15 コマ設定で実施し、専門知識を持っている教員や

スタッフが指導に当たり、単位化されている。授業という定期的な枠組みであるため、学生、

支援者双方にとって先を見通しながら関わることが可能となる（高瀬・今村・奥村・小脇・松

久 , 2016）。ASD の人について、「100 人いれば 100 通りの自閉症がある」と言われることが多

く (小枝 , 2008)、発達障害のある児童の支援の場では、認知特性やその子どもの特徴を踏まえ

た上でオーダーメイドの指導を行っていくことが効果的であると言われている（小泉 2008, 田

近 2016）。学生ひとりひとりの個々の状況に応じた継続的な支援をしていくためには、大学に

おいても個別支援授業のような枠組みが非常に有効であると考える。  

 

1－3  ASD の特性とスケジュールとの関連  

ビソネット (2016)は ASD の人の困難について、中枢性統合や実行機能の面から次のように

述べている。中枢性統合とは「全体を把握できる能力」のことで、同時に複数の情報が把握で

きない場合に「中枢性統合が弱い」と言い、多くの情報をまとめることができず、一部のみに

焦点を当ててしまい詳細なことにこだわる「シングルフォーカース」「トンネルビジョン」と

言われる状況になってしまう。また、実行機能については、「いつ、どこで、何を、どのような

手順で行うかを把握できる能力」のことで、先の見通しを持って行う能力であり、実行機能に

障害があると、衝動的に行動したり、刺激に敏感に反応したりしてしまうと説明している。多
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くの ASD の人が苦手とする時間管理やスケジュール管理は、こうした中枢性統合や実行機能

の障害との関連が考えられる。しかし、時間管理やスケジュール管理ができることは学生生活

のみならず将来の職業生活にも当然必要とされる力であり、在学中にできるだけ伸ばしたい能

力の一つである。  

スケジュール管理を身につけるには、物事の優先順位を決め、段取りを考え課題を遂行して

いく力を培うことが求められる。多くの人は、スケジュールの変更に随時対応し、柔軟に微調

整を行いながら仕事や課題をこなし生活している。しかし、実行機能や中枢性統合に弱さを持

つ ASD 等の発達障害のある人にとっては、何らかの補助手段や方略が必要である。森田  (2015)

の報告は、スケジュール管理、時間の見積もりや予定の調整の難しさなどの問題行動を示した

発達障害のある学生に対して、トークンエコノミーや SST などの行動療法的アプローチを用

いた介入の有効性を示唆している。吉松・村田・海野  (2007)は、時間管理に困難を示す ASD

のある児童に対して携帯型タイムエイドを適用し、起床時における自立的な時間管理の改善を

図った事例を報告している。スケジュール管理にスマホの利用は効果的であることが予想され

るが、初心者には、「カレンダー」「通知・アラーム機能」以上の機能を使いこなすことは難し

いという指摘もある（山口 , 2007）。  

時間管理の困難の実態は一様ではなく、活動を途中でやめ、残りを後に回すなどの柔軟なス

ケジュールの調整が困難であったり、活動の開始時刻が過ぎているにもかかわらず活動に着手

できなかったりするなど様々である（吉松ら , 2007）。対象者の困難の実態とともに、その要因

となる個別の背景をできるだけ把握した上で支援を考える必要がある。  

 

1－4  自己記録の効果  

太田・斎藤（2014）、永富・上村（2017）は、ASD のある児童生徒に対する自己記録が独語

行動の減少や家庭学習の取り組みに及ぼす効果について報告し、自分の行動のフィードバック

が行動改善に効果があると報告している。中枢性統合や実行機能に課題を持つ ASD のある人

にとっては自己記録によって全体を把握しやすくすることで、遅刻や課題提出等の行動改善に

つながる可能性が考えられる。自己記録について、庭山・松見（2016）は、「自己記録とは、

対象者が自身の標的行動の生起を観察・記録する手続きのことである。このような自己記録手

続きは、記録した標的行動の生起回数を変化させることが知られており、これは自己記録の反

応効果と呼ばれている。」と説明している。反応効果が生じる要因については、自己記録手続

きを行うことで対象者が自身の行動に注意を向けることから (Alberto & Troutman, 1999 ; 佐
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久間・谷・大野訳  2004)、あるいは、自己記録回数の増加という目に見える結果が、標的行動

を行って即時に得られることからと考えられている（庭山・松見 , 2016）。本研究では、自己記

録によって自分自身の実際の状況を客観的に把握させることで行動改善を図ることを試みた。 

 

2. 目的  

 

本研究では、個別支援授業を受講している ASD のある学生を対象とし、スケジュール管理

を困難としている要因を探り、自己記録による改善法を試み、スケジュール管理の向上に有効

な支援について考察することを目的とした。  

本報告の実施・公表については、桃山学院教育大学の研究倫理規定を踏まえ大学の承認を得

ている。  

  

3. 方法  

 

3－1 対象者  

 対象者は、高校時に ASD の診断を受けていた学生 A であり、1 年次から、遅刻が目立つ学

生であった。2 年次より個別支援授業を開始し、遅刻を減らすこと、締め切りを守って課題提

出ができることを目標に、スケジュール管理の支援をスタートさせた。成人用発達検査 WAIS

の結果では、群指数「言語理解」「ワーキングメモリー」に比べて、「知覚統合」「処理速度」が

有意に低く、視覚的情報処理や推理、および視覚情報の処理速度に大きな課題を抱えているこ

とが推測された。また参考として実施した DN-CAS の結果からは、「同時処理」と「継次処理」

に差はなく、「同時処理」「継次処理」に比べて、「プランニング」「注意」が明らかに弱いこと

がうかがえた。これらの、プランニングや注意の切り替えの弱さは日常の状態像と一致する。

経験したことのないことを予見してスケジュールを調整することは も苦手とすることであ

り、自分自身の問題点を客観的に捉えることが苦手という特徴がある。また、All or Nothing 

（0 か 100 か思考）に陥りがちで、一度躓くと、「もうダメだ」と思い込みやすく、思考停止

状態になってしまうように見受けられる。そのような状態においては、改善策を提案したとし

ても、なかなか受け入れることができず抵抗を示すことが多い。客観的には改善策と思われた

としても、本人に取っては、自分の思考の筋道に添わない形で現状を変化させることを求めら

れるようで不安に感じるものと思われる。その背景には、課題解決の際、効果的な解決方法を
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決定したり、選択したり、使用したりすることが苦手であり、不要なものには注意を向けずに

必要なことに注意を向けることが困難という認知特性があることが推測される。  

 

3－2 標的行動  

時間を守って行動することを目標に、まずは授業に遅刻をせずに出席できるようにすること

を標的行動と考えた。そのために、標的行動１「教室到着と同時に OK サインを送り、到着時

刻を記録する」、標的行動 2「遅刻をせずに授業に出席する」と設定し、次に、標的行動 3 とし

て「5 分前に教室に着く」を考え、段階を追って望ましい行動が定着するように自己記録を継

続した。それと並行して、記録を継続させることで課題提出の期限を守れるように行動改善を

図ることも実施した。  

 

3－3  実施場面・回数  

週 1 時間（90 分）の個別支援授業の時間に、前期 15 回、後期 15 回、毎回約 10～20 分の実

施時間を取った。現状の問題点について話し合い、標的行動等の目標設定、記録の仕方などを

教示し、その記録を元に毎回振り返りを実施した。  

尚、本報告の公表については、本人、保護者の同意を得ている。また、個人が特定されるこ

とがないように配慮している。  

 

4. スケジュール管理改善の取り組みの事例―時間を守って行動するために―  

個別支援授業を開始するにあたり、A 本人が困っていることを話し合う中で、個別支援授

業の目的を「遅刻をせずに授業に出席する」と「期限を守って課題を提出する」とすること

を確認し、まず、「遅刻をせずに授業に出席する」ことを当面の取り組みと考え実施した。さ

らに、その都度困っていることや心配なことがあれば解決するための方略を探る等、必要に

応じた内容を取り入れていくことも伝え承諾を得た。  

 

4－1 ベースライン期（2 年：4 月）  

年度当初の 4 月、授業が始まって 1 週間ほどで 2 回遅刻、1 回欠席であった（図 1）。そのこ

とについて、個別支援授業の中で尋ねてみると、朝、大学に着くのが遅くなり遅刻となる場合

だけではなく、間に合う時刻に大学に着いていても、教室移動などがあると講義室の場所が分

からなくなり遅れてしまうことがあることが明らかになった。さらに、朝起きるのが遅いため
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遅刻するのではないことも分かった。A は現在、親元を離れ一人暮らしをしているが、本人の

話によると、毎朝 6 時半頃には起きることができているとのことである。しかし、その後、自

宅を出るまでの時間の過ごし方でミスをしてしまうとのことであった。例えば、時間があるの

で、前夜やり残した課題に取り組んだり、好きな音楽を聞いたり、気になることを考え込んで

いたりするうちに時間が経ってしまい、自宅出発予定の時刻を過ぎてしまうとのことであった。

他の事を始めると、注意を切り替えて元々の行動や予定に意識を戻すことができなくなってし

まうようであった。高校までは、決まった時刻に授業が始まり、家族の援助も得られたため、

遅刻をすることはなかったようである。しかし、一人で大学生活を始めてからは、朝授業が始

まる時間や教室の位置が曜日によって異なることなどから躓きが生じたと考えられる。  

曜日によって時間が異なることに加えて、イレギュラーな出来事に対する対処が苦手なこと

から遅刻や欠席になってしまうため、十分な時間的余裕を持って家を出ることを提案したが、

これまでの経験から、時間を決めても上手くいかないと抵抗を示した。また、問題解決につい

て話し合っても、「性格だから仕方がない」と落ち込んでしまうか、反対に客観的な根拠はな  

くても「頑張ったらできる」と思いこむかどちらかに片寄ることが多かった。問題の原因を自

分自身の性格の問題と考えがちで、失敗をした時の対処法を具体的に考えたり、行動を改善す

る視点で考えたりする経験がほとんどないように見受けられた。  

 

4－2 標的行動 1：教室到着と同時に OK サインを送る（2 年次前期）  

まず、実際に何時に教室に着いているのかを把握するために、朝、教室に着いた時刻を記録

することに取り組むこととした。しかし、記録する習慣がないため、はじめに教室到着時刻を

記録する習慣をつける目的で、スマートフォンを利用することにした。教室に到着後すぐに支

援者にスマートフォンで知らせる（OK サインのスタンプを送る）ということを提案し、5 月

連休明けから実施することとなった（図 2）。OK サインを送ることにより、自分自身で実態が

把握でき、時間を意識しやすくなり行動改善の視点を持ちやすくなることが期待できると考え

た。また、支援者にとっても 1 週ごとの個別支援授業を待たずに、即時に状況の把握ができる

ということがメリットとなる。授業開始時刻前に教室に入った時は、授業前に OK サインを送

ることができるが、開始時刻後、あるいは間際の入室で送信できない場合は、授業後に送るこ

ととした。OK サインを授業後一定の時刻を過ぎても送ってこなかった場合は、支援者から催

促の連絡をした。実施当初は催促がなければ、OK サインを送ることを忘れていたが、徐々に

OK サインを送ることが習慣化していった。6 月下旬からは、催促しなくても OK サインを送  
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るようになり、7 月中もその行動が定着維持されていることが示された。また、定時までの送

信率は、5 月 31.6％、6 月 60％、7 月 55％であった。  

 

4－3 標的行動 2：遅刻をせずに授業に出席する（2 年次前期）  

遅刻をした週の個別支援授業の時間には、その時どのような状況で遅れたのかを聞き出し方

策を一緒に考える中で、大学までの通学にかかる時間から逆算して朝家を出る時刻（授業開始

45 分前に家を出る）を決めた。決めた時刻に合わせてスマートフォンのアラームを鳴らすこ

とを提案したが、アラームに気づかないことが多く活用できないということであった。実際に

は、決めた時刻に家を出られないことは多かったようであるが、そのような場合も急いで自転  
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車を走らせることで間に合わせていたようであった。しかし、それでも遅れた時があり、その

理由は、途中、他の用事（コンビニでの買い物や、クリーニングなど）を入れたことで、間に

合わなくなったとのことであった。用事を入れた場合、どのくらい時間がかかりそうか予測し

たり、そこで起こった予定外の出来事に対応したりすることができず、思った以上に時間がか

かってしまうようであった。振り返りの中で、本人自身が、「〇〇時までに家を出られなかっ

た時には、途中どこにも寄らないようにする」というルールを決め実行することになった。本

人の考えの文脈にそって本人が納得しやすい形で決めていった新しいルールは、習慣化しやす

いことが窺われた。定時までの出席率は、4 月 66.7％、5 月 90％、6 月 81％、7 月 75％であ

り、その日 初の授業に遅刻することがほとんどない状態を保って前期を終えることができた。 

 

4－4 標的行動 3：5 分前に教室に着く（2 年次後期）  

 前期、遅刻は減らすことができたが、どの授業も毎回開始時刻ぎりぎりの教室到着であった。

当初は、突然のハプニングに対応できるように定刻よりも早めに教室に行くように勧めても、

開始時刻が 9 時の場合、9 時だけが印象に残り、不測の事態に備えてそれより前にという発想  

が持てないようであった。遅れてしまうと途中で教室に入っていくことに抵抗がある本人の実

態に即して、余裕のある時間的見積もりの必要性を説明し、後期はその日 初の授業だけでは

なく、どの授業も 5 分前教室到着を標的行動として自分で記録をするようにした（表 1）。図 3

は、週 11 科目受講中、5 分前に教室到着できた授業について週ごとの割合を表している。

初の 4 週目までの 5 分前到着の割合は、0％、18％、27％、0％で平均 11.3％であったが、そ

の後、5 分前到着が増加傾向となり、第 9 週は 80％であった。その頃、身内のご不幸の為一時

帰省をしたことなどの影響で低下が見られた。その後、冬休みの帰省や課題に追われる期末期

が続いたため低下した状況が継続したが、20％を下回ることはなかった。第 5 週から第 15 週

までの平均は、40.7％であった  

 

4－5 課題の提出期限を守る  

課題提出の対策としては、前期の授業が開始されると同時に、受講科目ごとに出された課題

と締め切りを表にして記録するようにした。その結果、締め切りを忘れることはなくなったが、

実際に課題に取り組み始めるのは締め切り直前で、締め切り間際に困り出すことの繰り返しで

あった。細かく計画を立てるようにアドバイスしても、「計画を立てても上手くいかない。」「計  

画通りに行かなかった時にどうしたらよいのか分からなくなる」と混乱し、なかなか受け止め
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られなかった。締め切りは意識できても、いくつもの科目の課題に取り組むために「いつ」「何

を」「どこまで」進めればよいのか具体的に見通しが持てないものと思われた。それに加えて、

苦手な科目の場合、失敗しそうだという不安感が強まりますます混乱しがちになった。また、

模擬授業やディスカッションなどの実践的な活動に向けての準備を具体的に進めていくこと

が非常に困難であった。客観的には時間的余裕があるように思われることであっても、本人は、

常にゆとりを持てず切迫した状態に陥ることが続いた。  

後期になり、個別支援授業では、毎時間の授業の簡単な記録（授業メモ）を元に振り返りを  

し、授業内容や課題、締め切りなどを意識できるようにした（表 2）。 初は、少ない項目を記

録するようにし、それが軌道に乗った後に、次の項目を増やしたり、必要に応じて形式を変化

させたりしながら、徐々に記録が習慣化されるようにした。記録が習慣化してくると、「課題

〇〇と別の課題△△の締め切りが同時期な場合、どちらを先にしたらよいのか。」という具体

的な困りごとを本人から相談してくるようになった。課題の完成までにしないといけないこと

を整理し、ToDo リスト等を活用し、何から進めていけばよいのか優先順位をつけていく作業

をする中で、前期に比べ、自発的に早めに課題に取り組む姿が見られるようになった。その結

果、課題が集中する期末時期にも何とか期日を守って課題提出ができた。また、「来年度は、

もっと早くから課題に取り組むようにしたい。」「時間の使い方を考えないといけない。」とい

う言葉が聞かれるようになった。  

終了 提出済

1 体育科教育法 ○○ ○○ ⽣徒全員が積極的に授業に参加するには、集団の⼒が必要。
略案の訂正
１⽉３１⽇まで 〇 〇

4 学校保健 ○○ ○○ ⽣徒が⾃分から安全を守る意識を持つためには、⽇々の授業にその訓練
を取り⼊れることが必要。 なし

1
生徒・進路

指導論
○○ ○○ ポートフォリオとは教科ごとのファイルなどのことで、それを取り⼊れた

指導が⼤切。
振り返りシート
来週まで 〇

2 教育相談 ○○ ○○ ケース会議では主に問題児に対する対処について話し合われ、家族構成
を説明するときにジェノグラムと呼ばれる家系図的なものが便利。

クラスを１０倍楽しくする⽅法
14回⽬か1５回⽬で模擬授業

3
道徳教育の

理論と実践
○○ ○○ 戦争を乗り越えてきた道徳だからこそ、これからの道徳にはそのようなこ

とを取り⼊れていかなければいけないのかもしれない。 なし

4 国語科教育法 ○○ ○○ 来週の模擬授業は、とにかく落ち着いて、前を向いてはきはきしゃべっ
て、 慌てずやることを１つずつやっていく。

古典・名⽂ノート,⾔葉ノート
最後の授業まで 〇

〇⽉〇⽇ 水 1 個別支援授業 ○○ ○○ ⼈と話をするときは、相⼿の⽬をしっかり⾒て、⾯倒でも途中で途切れ
途切れにならないようにする。

後期授業表・出⽋表・出納簿
来週まで

2 現代経済理解 ○○ ○○ 漫画やドラマにも経済をテーマにしたものがあって、銀⾏ではどんな仕事
をしているのか、どんな不祥事が起こるのかなどを学ぶことができる。 なし

4 教育学演習 ○○ ○○ 教育実習で臨機応変に授業をするには、まずは模擬授業で⼈前に出ること
に慣れておくことが⼤切。

登録カード
1⽉24⽇まで

2 データ入力 ○○ ○○
来週からはレシートを持ってこずにその⽇のうちに使った⾦額などの情報
を出納簿に記⼊する。レシートがなく⾦額も覚えていない場合は空欄でも
ＯＫ

今週使った⾦額を出納簿に記⼊す
る
来週までにグラフ化

3 初等社会 ○○ ○○ ⼦供が意欲を持って授業に参加してくれるような単元名を設定すること
も、授業作りの上で重要。

元の単元名を⼯夫して書き換える
冬休み明けまで 〇

〇⽉〇⽇ 木

〇⽉〇⽇ 金

〇⽉〇⽇ 月

〇⽉〇⽇ 火

表2　授業メモ

曜⽇ 校時 科 ⽬ 担当者 授　業　内　容
課題・レポート・テスト

（内容やテーマ・締め切り）

確認
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5. 考察  

  

5－1 時間を守って行動する  

 教室に着いた時に、OK サインを送るという行動が習慣づいたことで、自分自身がどのくら

い時間を守れているのかを把握しやすくなったと思われる。この行動は、一度定着すると習慣

として維持され、次の 5 分前教室到着の行動へと目標をシフトする足掛かりとなった。遅刻に

ついては、前期、遅刻が全くなくなったわけではないが、明らかに減少し、後期は、どの授業

も開始時刻 5 分前に、教室に着くよう努力するようになった。全体が把握できていない状況で

は、「～したらよいのではないか」「～という方法もある」という提案を受けとめることが出来

なかったが、記録を元に個別支援授業の中でていねいに振り返ることで、「～場合は～したら

よい」というように事実を元に考えられるようになった。また、課題提出についても自分から

改善していきたいという意欲が見られるようになった。  

 

5－2 自己記録の有効性  

 本研究で取り上げた事例では、OK サインを送るという行動の定着により、遅刻を減らすこ

とに改善が見られた。記録は、自分自身の状況を把握し振り返りをする上で非常に有効な支援

ツールとなったと考えられる。ASD のある学生にとって、経験したことのないことを予見して

スケジュールを調整することは も苦手とすることである。さらに、自分自身の問題点を客観

的に捉えることが苦手であるという特徴がある。また、All or Nothing （0 か 100 か思考）に

陥りやすく、失敗すると、「もうダメだ」と全面的に否定的な見方をしてしまい、さらに余裕

をなくしがちである。そのような状態で、改善策を提案しても、抵抗を示したり、提案を受け

入れたとしても改善策を実践できなかったりするという結果に終わることが多い。また、不安

感を抱いたまま「自己流のルール」で解決策を考え努力しても、現実的な問題解決に至らない

場合も多い。  

課題提出に際して、計画を立てることからではなく、授業の記録と振り返りをすることから

実施したことは、PDCA（Plan,Do,Check,Action）サイクルを Plan から、始めるのではなく、

Do から始め、D→C→A と進めることになったと言えるであろう。Check→Action の部分を振

り返りとして支援者と共に実施し、D→C→A サイクルを繰り返す中で、少しずつ見通しが生

まれ、徐々に、D→C→A→P ができるようになっていった。ASD のある人は、実行機能が弱

く、物事を想定上で先の見通しをもって考えることが苦手である。事実を記録することで、実
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際の状況を自分で把握でき、自分自身で問題点に気づき改善策を見出す足掛かりになると共に、

支援者にとっても対象となる学生の思考の文脈に沿ったきめ細かいサポートがしやすくなっ

たと考える。  

本事例は、個別支援授業において、実際の生活に即した記録を元に振り返りをする実践であ

ったため、獲得したスキルが実生活に活かされないという応用面での問題が生じにくい。しか

し、遅刻等の行動改善効果が自己記録に由るものか、個別支援での振り返りに由るものである

かについて厳密に特定することはできなかった。自己記録による効果を確かめるには、研究形

態として、「ベースライン期」「教示期」「自己記録期」などを明確にし、チェインジング・コン

ディションデザインを用いる、事例数を増やして多層ベースラインデザインとするなどの工夫

が必要である。加えて、個別支援授業の内容やフィードバックの内容を検討することも必要と

なるであろう。  

  

5－3 個別支援の重要性  

 行動改善のためには、何をどのように記録するのかを個々の状況に応じて考え、記録を元に

振り返りフィードバックすることで、望ましい行動を継続させることが必要である。個々の課

題に寄り添って行動改善をサポートするためには、毎週定期的に支援を継続できる個別支援授

業の取り組みは非常に有効なシステムであると考える。それまで、失敗体験を繰り返してきた

学生に、記録の仕方や改善法を教示することだけでは、自己流の解釈に基づく解決方法で、効

果が少ないことに努力や時間を費やしてしまうケースも多く見受けられる。支援者が共に考え、

常に励ますという「伴走者」の役割を果たす期間があって初めて行動改善のための方略をスキ

ルとして身に着けることができ、自立的なスキルの使用につながる。現在、発達障害のある高

校生に対する通級指導教室は平成 30 年度から始まったばかりであり、未だ、高校までの教育

で将来の社会的自立を見通した支援を受ける機会が少ない状況にある。その結果、高校までに

適切な支援を受ける機会がなく、自立的な生活マネジメントスキルが不足している発達障害の

ある学生がしばしば見受けられる。高校までの生活と大学生活、大学生活と社会的自立をつな

げる支援をするためにも、大学での個別支援授業の必要度は、ますます高まっていくものと考

えられる。  

 

6. 今後の課題  

 本研究の事例では、自己記録によって、遅刻や課題提出に関わる行動改善への効果を示すこ
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とができたが、さらに別の面において自己記録で行動改善を図る方略を応用し般化できるよう

支援することが求められる。また、初心者でも扱いやすいスマートフォンのアプリなどを利用

して、当事者の困り感に寄り添ってオーダーメイドの形式で微調整を繰り返しながら記録し、

全体を見渡せることを助けるようなスケジュール管理の方法の開発も必要となってくると考

えられる。  
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Individual Support Classes for College Students with Developmental 

Disabilities: 

The Effect of Individual Support and Self-Recording  

on Behavioral Improvement for the students with Difficulties  

with Schedule Management 

 

TAKASE Chie, MATSUHISA Manami and IMAMURA Sachiko 

  

Many students with developmental disorders have difficulties with schedule management. This 

study considers effective assistance for improving schedule management in individual support 

classes for students with developmental disabilities. To this end, behavioral improvement through 

self-recording was implemented. Frequently tardy student was urged to be on time through a step-

by-step goal: "record the time of arrival to the classroom," "attend the class without being late," 

and "arrive at the classroom 5 minutes early." The student and support staff would reflect on the 

results of the self-recording. The result was a reduction in tardiness and absences, from an average 

of 33.3% in April to 14.8% in May. It was shown that an improvement in conduct was achieved 

by utilizing self-recording and reflecting on recording. 

 

 

 

 




